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【夏 季 研 修 会】 
 
日時 平成２５年７月２７日（土） 

於  東京女子大学７２年館１階ラウンジ  

＊講演要旨(３ページ) 

＊夏季研修会の感想を下記に掲載 

 
プログラム 
◇１１時半～１３時 

昼食・懇親会 
◇１３時半～１５時 
 『 のぞいてみよう数の不思議 

のぞいてみよう数学者の世界 』 
まず整数や有理数のように無限にあるものの個
数を考えます。整数全体の個数と有理数全体の個
数は違うのでしょうか。当然有理数の方が多いと
思いませんか？本当でしょうか。 
また、数学者は何をしているのか、なぜ日本では
女性の数学者が極端に少ないのか、を考えます。 

       東京大学大学院数理科学研究科教授 
                 石井志保子氏 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

講師紹介 

◇石井志保子氏 
1973年東京女子大学文理学部数理学科卒業，その後早稲 
田大学大学院修士課程，東京都立大学大学院博士課程を 
へて九州大学助手，東京工業大学助手，同助教授，同教授， 
現在東京大学大学院数理科学研究科教授．理学博士 
この間 Max-Planck 研究所研究員，Hamburg 大学客員教授， 
2008年より日本学術会議会員．1995年猿橋賞，2011年
日本数学会代数学賞受賞．著書：「特異点入門」丸善出
版

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
【夏季研修会に参加して】 

やっぱり数学は面白い！ 

野田 夏子(院９３) 

  

夏期研修会に出かけるその朝、少しドキドキしてい
た。石井先生のお話がさっぱりわからなかったらどう
しよう？何しろ、真面目に数学の話を聞くのは卒業以
来、云十年ぶりなのだ。ちなみにソフトウェアに関わ
る仕事をしているが、その中で直接数学が必要とされ
ることはあまりない。 
 さて、同窓会館に到着すると、まずは石井先生を囲
んでの昼食会だ。ここで幸運にも先生とご一緒のテー
ブルにしていただいた私は、その朝のドキドキをしば
し忘れてしまった。先生はとてもお美しく、お召し物
も素敵で、お話が始まる前にもうお姿に惹き付けられ
てしまった。先生の同級生の方からは「まるで女優さ
んみたいじゃない」とのお声もかかる。まさにその通
り。その先生と同じテーブルであるから、不安のドキ
ドキは別のドキドキに変わってしまった。しかしその
ドキドキも束の間のこと、先生と同級生の皆さんの賑
やかな会話に圧倒され、そして先輩方の昔話を楽しく
聞かせていただくこととなった。 
 美味しい昼食と楽しいお話ですっかり気分がほぐれ
たところで、石井先生のご講演が始まった。ご講演は
２部構成で、まずは「のぞいてみよう数の不思議」と
いうお話である。スライドに示されたたくさんのリン
ゴとみかん、さてどちらが多いでしょう？という問い
かけから始まった。リンゴとみかんの個数を比較する
には、リンゴとみかんを１対１に対応させていって、
対応付くなら個数は同じということになる。そうそう、
習った気がする。そして次に、自然数と偶数はどっち
が多い？という問いに続く。１対１対応があれば個数
は同じなのだから、自然数と偶数は同じ個数だろう、
と私は予想。めでたく正解。この辺りまでは良かった
が、自然数と有理数はどっちが多い？となると、ちょ
っと怪しくなってくる。あれ、どう対応付けようか。
習ったことを忘れている、かつ頭が固くなっている。
分母と分子をそれぞれ行と列にする表を作れば、いず
れの有理数もその表のどこかに存在し、その表内の数

を一列に並べることができるから、やはり自然数と同
じ個数になるそうだ。さらに進んで、では実数と自然
数の個数は同じか？これは背理法を使うことによって、
個数が同じでないことが証明できることを丁寧に教え
ていただいた。先生の説明はとてもわかりやすく、ま
たスライドもいろいろな工夫がされていて(本当は楽
しい音まで出るしかけになっていたそうだが、それは
再現されず残念)、数の不思議に魅了されてあっという
間に前半が終了した。 
 後半は、「のぞいてみよう数学者の世界」というお話
で、日本の女性数学者の割合や、数学者の日常、そし
て石井先生のこれまでの歩みなどを聞かせていただい
た。日本では女性の理工系研究者や技術者が少ないこ
とは知っていたが、女性数学者の割合が 2.6%とは予想
をはるかに下回る数字だ。世間では、女性は理数系に
向かないという思い込みがまだ強いらしい。それが単
なる思い込みでしかないことは、我ら数専会のメンバ
ー、さらには現役の数理の学生を見ればわかることで
ある。この世間の思い込みの打破のためにも、石井先
生のご活躍は心強い。石井先生がいかにして今日の石
井先生になられたかは、お知り合いの本職の漫画家さ
んの手による楽しいマンガでお話しくださった。ポス
ト探しや子育てとの両立など、いろいろなご苦労をさ
れながら、でも数学の研究をいつも楽しんで進まれて
きた様子がよくわかった。それにしても、高校生の時
にローレンツ変換に出会って感激した、という辺り、
やはり偉大な先生は凡人とは違う。 
 その朝の不安はどこへやら、数の不思議に魅了され、
石井先生の歩みに感動し勇気づけられているうちに、
あっという間にご講演は終わってしまった。石井先生
のご専門の特異点理論などは到底理解できないものの、
それでもやっぱり数学は面白い！そのことに改めて気
付かせてくださった石井先生、そしてこのご講演を企
画してくださった数専会の皆様、本当にありがとうご
ざいました。ちなみに、アレフゼロ(自然数の個数)と
アレフ(実数の個数)の間に別の無限があるかは未だに
謎だそうだ。この猛暑の日々、ふとそれについて考え
ていたりするこの頃である。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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のぞいてみよう数の不思議 

のぞいてみよう数学者の世界 

(石井志保子先生ご寄稿による夏季研修会講演要旨) 

 

 

のぞいてみよう数の不思議 

1,2,3,4…などの自然数と 2,4,6,8…などの偶数を比べると，どちらがたくさんあるのでしょう

か．偶数はすべて自然数だけど，逆は成立しません．自然数の中には 3,5..などの奇数があ

るので自然数は偶数とは限らないのです．では自然数の方が偶数よりたくさんあるのでし

ょうか？ いいえ、実は偶数全体の個数と自然数全体の個数は同じなのです．全ての偶数

は 2n (nは自然数) というかたちで表されますから 2n に n を対応させると偶数全体の集

合と自然数全体の集合が 1 対１に対応づけられます．ということは自然数全体と偶数全体

が同じ個数だということです．このように A という集合と B という集合が同じ個数の元

を持っているということは，A と B の間に１対１の対応があるということです．逆に１対

１の対応がなければ A と B の個数が違うということです． 

 それでは，自然数と有理数（分数で表される数）はどちらがたくさんあるでしょう．こ

れも一見有理数の方が自然数より多いような気がしますが、じつは同じ数なのです．これ

は有理数が全て現れる表を使って証明されます． 

 それでは、自然数と実数はどちらがたくさんあるでしょう．これも一見実数の方が自然

数より多いような気がしますが．そのようなことにだまされてはいけないということは上

記の議論で学びました．でもこれは実は実数の方が自然数より多い、というのが正解なの

です．講演では対角線論法を使って，背理法での証明を紹介しました． 

 自然数の個数も実数の個数も無限なのですが，無限にも違いがあるということを学びま

した．この２つの無限の間に別の無限があるのかどうか，実はまだ分かっていません．現

代数学の難問なのです．皆さんも考えてみませんか？ 

 

 

のぞいてみよう数学者の世界 

日本では数学の教授の中で女性の割合はわずか 1〜2％，他の国に比べて極端に少ないのが

現状です．なぜこうなのかを考えてみましょう．女性は数学が苦手という思い込みが大人

にある．Role model がない．数学科を出た後のキャリアパスを知っている進学指導者が高

校にはあまりいない．などが原因にあげられます．少しずつでも変えていかなければなり

ません． 

 数学の楽しみ，石井の数学への道のり，石井の共同研究者などを，写真を交えて紹介し

ました． 
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【根 岸 先 生 の 思 い 出】 
｢根岸愛子さんを偲ぶ｣    廣田貞子(４９) 

終戦後初めの春に入学を許された私たちは、根岸さん
を年長に５年余りの巾があった。特に東京府立高女の幾
つかのナンバースクールでは、数学など男子校の教科書
を用いたそうで中高校数学と大学数学を平行して勉強す
る私たちは苦労した。困ると根岸さん他数人の友人に頼
った。食料も乏しく勉強は忙しく一身上の事に拘わる暇
もなかったが、親愛に包まれていた。 
根岸さんに坊ちゃんがいらっしゃることを私は卒業す

るまで知らなかった。一度友人が男の子を連れた根岸さ
んを見かけたと話したがそれを話題にすることはなかっ
た。 
 お悩みが多々おありの筈の根岸さんは人生を明確に分
けておられ胸中に収め、今現在の道を神様の導きのまま
に歩まれたと思う。私にはとても真似の出来ない強い意
志の方だと思った。ご子息のことは就職された頃から自
然に話に登場した。私が学生を多く呼べるように広い部
屋を作ってくれたとか、80歳になった頃、２階と 1階を
チェンジして病気の時具合よい便利な造りにしてくれた
ので安心、ご子息とご家族に感謝、理想の生活でした。 
 数専会の夏の研究会など軽井沢、嵐山、伊豆など数学
ばかりでなく樹木、花すべての大自然をご一緒に楽しめ
て良かった。 
 外部でのご活躍も 2 つ、偉大なものだった。国際大学

女性協会では国際奨学委員会長として活躍、各国に案内
を送り応募者を委員会で吟味、選出、選外になった方に
はその内容を丁寧に説明して返信発送、留学研究終了し
た方には結果を発表して頂く。これら委員長の仕事は大
変だった。私は委員の尻尾だった。 
 所謂｢いのちのデンワ｣なるボランティア活動があった。
NPO 法人組織にすることになり根岸さんは都へ申請する
のに苦労した。クリスチャン・メンタル・ケア・センタ
ー(CMCC)を実現。局員は心理学、医学教授に学びつつ仕
事をする。資金のため会員の会費やチャリティコンサー
トなど考えるのである。根岸さんは各種のお仕事の影で
パソコンでの用事等奉仕して下さった高宮弘子さんに感
謝しておられた。 
 村田豊文先生が東女も今度は卒業生から根岸さんを是
非学長にと推薦されましたが大勢から男性に決まり、次
期 4 年後では年齢で不可能であった。しかし学長が長期
休まれ臨時学長を務められた根岸先生は翌年東京女子大
祝創立 90周年を開催されたのである。 
根岸さんの素晴らしい結婚は日本の愚かな戦争の犠牲に
なってしまわれたけれどご主人はベビーを授けられたこ
とを喜び昇天なさり、男の子は、両家の祖父母に祝され
長じては、父親代わりのように母愛子さんを守り賑やか
な家族を作られました。今日こそ神様は根岸朝雄・愛子
夫妻を固くお守り下さると思います。アーメン 

◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇

｢根岸愛子先生を偲んで｣   森嶋瑤子(５０) 
   １９５０年に女子大数学科を卒業、父母のいる大阪郊
外に帰った私はその後東京に住む機会はなく、その上６
８年からは夫の仕事で移って来たイギリスに住み続けた
ため、数専会との接点がなかったのは本当に残念でした。 
皆様にとっての根岸先生は私にとっては尊敬する一年

先輩の根岸さんです。２年程前に「数学科の先生の自叙
伝が出版されているけど，ご存知？」と言って文科系の
同窓生が 「およそ真なることーー平和への祈り」を送っ
て下さったのは大変嬉しいことでした。拝読して，根岸
さんの戦争中のご苦労，数学を続けるご決心など、再会
していろいろお話を伺いたいと願い続けていました。同
窓会の会報で昨年９月にご逝去になったと知り，その機
会を永久に失ったことを悲しく思っております。心から
お悔やみ申し上げます。 
私の入学した当時は，戦時中の様々な影響が学生生活

にも影を落としていましたが，戦争のために退学せざる

を得なかった先輩たちが再び，女子大に入学して勉強を
再開されたことは，明るい希望の表れと言えるでしょう。
根岸さんもそのお一人でした。 数歳年長で，落ち着いて
筋の通った考えをはっきりお伝えになる根岸さんと個人
的に知り合ったのは，数学科の生徒たちのクラブ活動（物
理研究会だったように思います）でした。 私が２年生の
時でした。 
そのうちに彼女は旧制大学の数学科（学制改革で２年

後になくなった）受験の準備で忙しくなったので、クラ
ブ活動の世話係と家庭教師として教えている生徒をお願
い出来ないかというご相談があり，とても光栄でした。
女子大卒業後も出来れば勉強を続けたいと思っていた私
は、学問を続けることにお役に立てればと少々不安はあ
りましたがお引き受けしました。その後，何年も過ぎ女
性学研究所の所長の時代には，イギリスの女性について
話して欲しいとおっしゃって下さり，講演会をして下さ
ったことも忘れられません。 

◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇

｢二人だけのゼミ｣   塩谷靖子(７１) 
私は、４年生のとき根岸先生のゼミ「抽象代数学」を選択す

ることにした。ところが、このゼミを選んだのは 40 数人のクラス
メートの中で、私一人だということが判明した。「大変だ！どう
しよう。１対１のゼミなんて私にやっていけるだろうか」と悩ん
だ。 
 私がこのゼミを選んだ理由はいくつかある。まずは、抽象代
数学という響きに魅力を感じたことである。そして、全盲である
私にとっては、オペレーションズ・リサーチや数理統計学のよ
うに膨大なデータを扱うものより、抽象代数学のほうが向いて
いるとも思った。そして、何よりも決め手となったのは根岸先
生のお人柄だった。 
 数学は紙とペンだけあればできる学問だ。いや、究極的に
はそれすらも必要ない。そして、一切の主観を排除する。い
わば、最も抽象的で冷徹な学問だと思う。その意味で、最も
美しい光を放つ、純粋で繊細な学問でもあると思う。根岸先

生は、まさにそんな雰囲気を感じさせる人だった。私には、先
生のお姿そのものを見ることはできなかったが、その繊細で
気品に溢れた話し方は、私にとって大きな魅力だった。それ
は、ひたすら真理を追求する人の姿に思えた。 
 毎週の１対１のゼミは結構きつかった。病気にでもならない
限り休むわけにはいかない。まあ、仮病を使うこともできたの
だが、そういうことをした記憶はない。それは、やはり先生の数
学に対する真摯な思い、そして、それを何とか伝えようとする
情熱をヒシヒシと感じたからである。 
 先生にとって、全盲の学生に教えるのは初めてのことだった
から、内心ではさぞかし戸惑われたことだろう。しかし、そんな
素振りをみせることもなく、板書のできない私が点字を読みな
がら口頭で行う証明を、辛抱強く聞いてくださった。パソコン
の登場により、視覚障害者も自力で普通文字の読み書きが
できる現在とは違い、半世紀近くも前のことである。 
 今でも、先生の知性と優しさに満ちたあの声が聞えてくる。

◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇ 

 
安曇野会閉会のお知らせ 
安曇野会では根岸先生から人生の指針をご教示いただ

きました。 
 また先生を中心に先輩・後輩の皆さんとの交流の場が 

 
できました。そのことに感謝して、28 回目となるはずだ
った安曇野会を最後に安曇野会を閉会にいたします。 

2012年度安曇野会・幹事一同 
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【出会った仕事は捨てない】 

高橋尚子（80） 

國學院大學経済学部教授／ナウハウス(有)代表／ 

(般財)テクニカルコミュニケーター協会専務理事 

 

 今でこそ「大学で情報を教えてます」と、主な仕事

を一言で語れるようになりました。これまで、さまざ

まな仕事に出会い、その仕事を一つも捨てていません。

したがって、正式には、教員だけでなく、会社経営者、

テクニカルライター、専務理事でもあります。では、

ここまで出会ってきた仕事を紹介しましょう。 

◆女子大で雑誌ライターデビュー 

 大学 2年冬、電算室でオペレーターとプログラム相

談のバイトをしていた私に、非常勤の小林光夫先生（当

時、電気通信大学助教授）から「マイコンを組み立て

て、雑誌に原稿を書いてみない？」と声をかけられま

した。何を考えて受けたのか全く覚えていません。し

かし、マイコンの組み立てより、プログラムを作るよ

り、原稿を書くことが至難の技。国語の作文とも、レ

ポートとも違う、知らない人が読む雑誌の原稿です。

はじめての原稿は、編集者に真赤にされ、何度も書き

直しました。今のように、PCもなければ、ワープロも

ありません。ひたすら、原稿用紙に鉛筆を走らせまし

た。それが、ライターとしての始まりです。雑誌は

『ASCII』のライバル『RAM』といいます。 

◆女性 SE第 1期生、いきなりマネージメント 

 大学 4年夏、富士通が女性 SEを 100人採用すると発

表しました。それまで大型汎用コンピュータのシステ

ム開発は、机上での仕様書作成とプログラミングが中

心でした。プログラムのコンパイル・実行やデバッグ

は、昼夜問わず割り当てられた時間帯にコンピュータ

を使用しなくてはいけません。それが、TSS（時分割処

理）端末を導入したことで、昼間にプログラミングや

デバッグができるようになりました。そこで女性 SE

を採用するというのです。 

 卒業後、女性は事務職か工員、まだ差別感が残る製

造業富士通へ。強面の先輩 SEには「男と同じなんだろ

う」と言われ、出張、協力会社や客先への常駐など何

でもやりました。2 年目には、新人研修の TSS 端末の

実習補助、配属された後輩女性 SEの教育係となりまし

た。それが、マネージメントの始まりです。 

 入社して 4年目、学生時代のマイコン組み立てを手

伝ってくれた電通大の友人から「アスキーに遊びに来

ない？」と誘われました。当時のベンチャー企業アス

キーに入社した友人は、男ばかりの会社に女性を増や

す画策をしていたのです。いつしか新人教育の講師を

依頼され、ついでに「うちに来れば…」とスカウトさ

れました。 

◆初のビジネスパソコンスクールでインストラクター 

 アスキーに転職して入った部署は、塚本慶一郎副社

長（現インプレス最高相談役）直下の企画部門でした。

技術者として入社したつもりが、イベントを企画した

り、PCの新しい使い方を考えたり、これまでの経験が

全く活かせない日々でした。転職は間違っていたのか

と思っていたとき、営業部門から「ビジネスパソコン

スクールをつくるので手伝ってほしい」と言われまし

た。理由は簡単、大企業の人を相手に教育するのでビ

ジネスマナーができている人にインストラクターをし

てほしい、というものでした。それまでのパソコンス

クールは、プログラミングを教えていたので、受講生

は技術者が中心でした。それを会社員向けに、ワープ

ロや表計算を教えるとしたからです。 

◆コンサルティング会社でブックライター 

 3 年ほどして、私をアスキーにスカウトしたメンバ

ーの一人と結婚しました。小さな会社で同じところに

いるのも何だからと思い、ビジネスパソコンスクール

に講師を派遣してくれていた、システムコンサルティ

ング会社に転籍しました。そこでも同じく、インスト

ラクターをしながら、アスキーで出版する本を執筆し

ました。はじめて、自分の名前が本に載る、ついにブ

ックライターの仲間入りです。 

◆独立してテクニカルライター 

 やがて時代はバブル。富士通時代にお世話になった

協力会社の社長から「女性だけでマニュアルの制作会

社を設立するソフトウェアハウスがあるけどやらな

い？」とまたもやお誘いです。ちょっと変わったこと

をするのもいいかも、と独立しました。しかし、バブ

ル絶頂期に設立したため、親会社のソフトウェア販売

は伸び悩み、マニュアル制作も DTPへの転換期で設備

投資が必要、あっという間に赤字。社長だった女性は

関係会社の男性と不倫、数名いた女性社員は出社拒否

の後、退職。後片付けと 2冊目の書籍だけが残りまし

た。 

◆ひとりになって大学講師から専任教員 

 いよいよひとり。私をスカウトした社長に「責任と

って」とせまり、休眠していた会社をもらいました。

それまでのツテでマニュアル制作を続け、雑誌原稿や

書籍を何冊も執筆しました。その社長もバブル崩壊の

あおりで自分の会社を縮小。私は仕事場を自宅に移し、

外部との接触が少なくなると思い、マニュアル制作の

業界団体に参加することにしました。 

そこに、学生時代の雑誌でお世話になった人から「大

学で Excel教える人を探しているけどやらない？」と

お誘いです。11年間非常勤講師を続け、8年前に「専

任で来てくれない？」と最後のお誘い、今につながり

ます。 

◆最後に 

私の仕事人生をもっとドラマチックに語ったウェブ

サイトがあります。後輩のドキュメンタリーライター

が、インタビューを基に書いてくれました。「東京女子

大学 女性研究者支援室 インタビュー Vol.1」ぜひ、

こちらもご覧ください。 

⇒ http://www.sowr.jp/interview/ 

http://www.sowr.jp/interview/
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